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資料２
NanoTerasu（次世代放射
光施設）の利活用の在り方に
関する有識者会議(第６回)

令和５年1月25日



本日のご説明内容 1

１ NanoTerasuの利用制度設計のポイント

２ 共用制度の検討状況

３ NanoTerasuのエコシステムと利用者支援

４ NanoTerasuの将来計画の方向性



NanoTerasuの利用制度設計のポイント 2

総 論

利用機会

利用料金

• 共用：個人探求型で多様な利用者へ機会を提供し、イノベーションシーズを涵養
• コアリション：組織ニーズプル型でイノベーションを加速

• 共用：多様な利用者へ公平な機会を提供すべく定期的な利用課題募集
及び課題審査を実施（年2回程度）

• コアリション：イノベーションを加速すべく課題審査なしで原則1か月前まで
利用予約が可能

• 共用制度の成果公開利用については消耗品実費負担のみ
• 利用頻度の高い成果専有利用者が、共用制度からコアリション制度へ
流れるインセンティブが働く利用料金設定

• スタートアップ、中小企業などの利用については各種支援を検討・実施



共用制度の利用の流れ（想定） 3

課題申請 課題審査 採択
ビームタイム配分 施設利用 報告書提出※ 成果公表※

施設利用日からの時間
6か月前 4~5か月前 3.5か月前 2か月以内 36か月以内

※一般課題【成果公開】のみ

• 一般課題【成果公開】・成果専有課題にて定期募集（当初は年2回）
• 課題選定及び利用支援業務は、登録機関が実施
• コアリションビームラインから提供される共用枠ビームタイム（2026年度開始予定）についても一体的に運用
• 登録機関と協議の上、具体的な運用を決定
• 利用制度は各ビームラインの利用状況や利用者の意見を踏まえて逐次修正・変更（例：学生利用、スタートアップ利用等）
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共用課題募集（登録機関）
選定委員会

2024年度は秋期募集の1回のみ

共用課題募集（登録機関）
選定委員会

共用課題募集（登録機関）

2025年度は春期募集、秋期募集の２回

選定委員会

2025年度上期利用 2025年度下期利用



共用制度の利用料金（想定） 4

種別 消耗品使用料 ビームライン・施設利用料 合計

一般課題（成果公開）
1,400円/時程度
＋He使用料

免除※ 1,400円/時程度※

＋He使用料

成果専有 12万円/時程度 12万円/時程度
＋He使用料

（参考）
• コアリション制度： 加入金5,000万円/口(税抜・1口200時間/年・10年間利用)

利用料【加入口数時間枠内】3.5~7万円/時(税抜) (参考：加入金相当額考慮6~9.5万円/時(税抜))
利用料【加入口数時間枠超過】11万円/時(税抜)

• SPring-8成果専有： 61,340~91,340円/時+He使用料(税込)
• SPring-8成果公開： 1,340円/時＋He使用料(税込・消耗品実費負担のみ)

• 利用頻度の高い成果専有利用者が、共用制度からコアリション制度へ流れるインセンティブが働く利用料金設定
• 研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン(令和4年3月)を参考
• 施設運用に係る経費に加え、以下の費用も含めて利用料金を算定

 大規模な修繕や更新に向けた減価償却費相当額
 コアリション制度利用者と共用制度利用者(成果専有)の公平な負担の観点から、
地域パートナーが施設整備費に充当する加入金相当額など

• スタートアップ、中小企業などの利用については各種支援を検討・実施(前回資料参照)
• 最新の経済情勢など勘案の上、今後詳細は決定

※今後、施設建屋の修繕や更新に係る費用について、地域パートナーから負担を求められる場合には別途検討する可能性がある （すべて税込金額）



NanoTerasuのエコシステムと利用支援 5

大企業

中小企業

研究者

海外研究者

スタートアップ 大学・国研等

連携調整体制

新たな科学技術の創出で
豊かな実りをもたらす光を

国の戦略に基づく研究開発プロジェクトの形成・主導

• 量子科学技術研究開発プラットフォームを活用した共同研究チーム形成
 量子生命拠点、量子機能創製拠点（量子戦略）
 QST・東北大学マッチング研究支援事業
 QST革新プロジェクト、アライアンス事業 など

• 共同研究から生まれた知的財産や受託試験、技術指導などにより収益を
得る

• その他、利用前後の相談も実施

コアリション・コンセプトによる産学連携・産業利用スキームの展開

• 出資した産学のメンバーが、開発課題毎にユニットを形成
 希望に応じて、 様々な分野のアカデミアとマッチング
 ユニット内で開発情報を管理
 競争領域では、ユニット間で健全な競争
 協調領域では、論文や広報で情報発信

• 加入金・利用料や測定支援サービス、メールイン・測定代行サービスなど
きめ細かいオプションサービスにより収益を得る

技術・人材・資金を統合するリサーチコンプレックスの形成エコシステム拡大と研究DX環境整備

分析会社 DX/AI企業

支援産業による解析支援

インキュベーション機関など
金融機関、

ベンチャーキャピタルなど
投資家

行政・経済界等による支援

加速器関連産業

大学・国研などによる
高性能計算環境の提供

• 東北大学が有する高度専門人材、高度研究設備、産学連携メニュー
などによる支援

• 大学子会社が結節点となった研究開発プロジェクトの形成
 専門コンサル、受託実験、データ解析、人財養成、研修サービス
 拠点提供、大学出資、ファンド出資など

• サービス利用料や研究開発プロジェクトから生まれた知的財産により
収益を得る

• 対象に応じた戦略企画広報の展開
（国民・地域、政策関係者・経営層等、潜在的利用者、児童・生徒・学生、海外）

• 利用者ニーズに応じた研究DX環境整備の検討
 大学・国研などの高性能計算環境の提供
 民間クラウドサービスとの連携
 SPring-8など他施設等とのデータ連携環境の提供

• 研究DX環境整備についてサービス利用料等により収益を得る

登録
機関
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イノベーション・エコシステム形成における共用制度の役割とQSTによる貢献

まだ放射光コアユーザーではない
イノベーションの種を有する多様な研究者

中小企業研究者 スタートアップ

量子科学技術研究開発プラットフォームに惹きつける

 量子生命拠点、量子機能創製拠点（量子戦略）
 QST・東北大学マッチング研究支援事業
 QST革新プロジェクト、アライアンス事業 など

戦略企画広報の展開

共用制度でNanoTerasuを利用してみる

登録
機関

 連携調整体制による広報活動
 インキュベーション機関との連携によるピッチイベント など

 利用相談
 利用支援
 利用料金支援 など

コアリションへ加入しNanoTerasuコアユーザーとして成長

 希望に応じて、 様々な分野の
アカデミアとマッチング

 ユニット内で開発情報を管理

社会課題の解決に資するイノベーション

知的財産収入や
コアリション加入
によるリターン



NanoTerasuの将来計画の方向性 7

高輝度な軟X線～テンダーX線領域活用

NanoTerasuの強み

国の戦略を踏まえた専門分野

SXナノ
光電子
分光

SXナノ
吸収
分光

SX超高
分解能
RIXS

SX電子
状態
解析

SXオペ
ランド
分光

SX
イメージ
ング

構造
解析

コヒーレ
ントイ
メージン
グ

オペラン
ド分光

階層
構造

共用BL コアリションBL

初期整備
10本

増設の
方向性

(分野例)

世界レベルの次世代放射光施設として分野を問わず
構造解析、分光、イメージングなど基盤を提供するラインナップ

・・・

・・・・
散乱

・・・・
回折

・・・・
イメージ
ング

・・・

基盤ビームラインと専門分野ビームラインの相乗効果

・・・・
分光

・・・・
散乱

・・・・
イメージ
ング

・・・

・・・・
分光

・・・・
散乱

・・・・
イメージ
ング

・・・

量子
マテリアル

量子生命・
バイオ

脱炭素・
エネルギー

• NanoTerasuは最大で28本のビームラインを設置可能
• 運用開始時には世界レベルの次世代放射光施設として、まずは基盤を提供する10本のビームラインをバランスよく整備
• 今後のビームライン増設については、初期整備10本の基盤がさらに活きるよう、

NanoTerasuの強みである高輝度な軟X線～テンダーX線領域活用、
国の戦略を踏まえた専門分野を念頭に置いたエンドステーション整備を基軸に、
学術界及び産業界の研究者とともに構想を練り、国の審議会（量子科学技術委員会 量子ビーム利用推進小委員会）
において検討

• 計測・計算融合によるイノベーションサイクルの加速に向けた研究開発DX環境の整備に注力
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